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「共謀罪」法　強行成立　新たな闘いを
ｐ１５日早朝の参院本会議で、国民の思想・良心の自由を侵す憲法違反の「共謀罪」法案の採決が強行され、自民、公明、維新の賛成多数で可決・成立しました。ｐ審議すればするほど疑問点や新たな論点が噴出し、更には、森友・加計学園疑惑という国政私物化に国民の怒りがわき起こるなか、追い詰められた安倍政権は、参議院法務委員会での審議を一方的に打ち切り、本会議採決に持ち込む「中間報告」という“禁じ手”を使っての異常な強行採決を断行しました。共産党、民進党、自由党、社民党の４野党は安倍内閣不信任決議案の共同提出をはじめ、安倍政権の横暴な国会運営に一致結束して正面から立ち向かい徹底抗戦しました。　ｐ共産党の志位委員長は、内閣不信任案の賛成討論を行い、憲法も民意も無視した暴走政治、国政の私物化、モラル崩壊を厳しく批判し、「きたるべき総選挙で、野党と市民の共闘を必ず成功させ、安倍政権を打ち倒し、憲法が生きる新しい政治をつくるために全力をあげる」と力強く表明しました。　　　　　　　　　　　ｐ不信任案は自公維の反対多数で否決されました。　　　　　　　　　　　　　　　ｐ続く参議院本会議では、法務委員会の審議権を奪った「中間報告」動議の提出者である自民党が、その理由説明も賛成討論もできませんでした。秋野参院法務委員長(公明党)が行った｢中間報告｣も、法案の趣旨説明の繰り返しと審議の経過の事務的報告だけでした。「中間報告」動議への反対討論で、共産党の辰巳議員は「異例の禁じ手を使って委員会の審査権､採決権を奪い､本会議で採決を強行することは、議会制民主主義の蹂躙だ｣と痛烈に批判しました｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ更に本会議では、審議から逃げる政府・与党に対し、野党の強い要求で「共謀罪」法案の質疑を行わせ、最後まで追及しました。共産党の仁比議員が「刑罰法規として致命的に不明確だ」として、「実行準備行為」の定義を質したのに対して、金田法相は「計画にもとづいて行われるもの」などと曖昧で不明確な答弁に終始しました。「共謀罪」法案の反対討論で仁比氏は｢共謀罪｣法案の正体は、何を考え、合意・計画したか、内心に限りなく踏み込んで捜査・処罰しようとする、まぎれもない憲法違反の治安立法だ」と指弾しました。民進党の蓮舫代表は｢『中間報告』は究極の強行採決だ｣と批判しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ「共謀罪」法案が強行された直後に、共産党は国会議員団会議を開き、「共謀罪」法を廃止するため、新たな闘いを全国で起こそうと呼びかけました。
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください。
日刊紙　月３,４９７円　　日曜版　月８２３円
桑名市議員団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは　２２－３０２８　（星野自宅）
６月議会　伊藤市長の現在の市の情勢等についての発言から。
桑名市においても、厳しい財政状況の健全化に向けて、行財政改革に取り組む。

1 「桑名駅周辺の整備」について

ＪＲ東海に続き近鉄との工事施行に関する協定の締結について審議してもらう。

ＪＲ東海に委託する自由通路整備の工事ヤードを確保するため、暫定桑名駅東口駅前広場整備工事を８月末の着工に向け、準備を進める。自由通路整備事業と一体的に進める桑名駅西土地区画整理事業は、事業の進捗を図るため、公民連携手法による中断移転方式を導入する。交通結節点としての機能強化を図り、市の玄関口にふさわしい桑名駅となるよう、また安全・安心で快適な中心市街地や賑わいと活力あるまちづくりにつながるよう取り組む。
2 「福祉なんでも相談センター」について
大山田地区に高齢者のみならず障害や子育てなど、複雑で深刻化する福祉分野の相談を総合的に対応するため、４月から大山田コミュニティプラザ内に「福祉なんでも相談センター」を開設。相談件数は、４月の開所日数２６日で１７３件。

3 「ポストジュニアサミット」について
ジュニア・サミット１周年を記念して、シンポジウムを開催した。５月３０日から６月１日まで、台湾高雄市からの｢教育旅行｣を受け入れた。高雄市の小学４年生から６年生までの３６名が津田学園の保護者のご協力により、ホームステイ。

立教、精義、城東小学校の児童と千羽鶴の制作を通じて交流を行った。今回の視察には、高雄市から他の小学校５校の校長先生も視察団として同行した。
4 「使用料の見直し」について
３月議会で否決された使用料について、議会の指摘を受け、見直しの考え方を整理した。周知不足や説明不足、使用料の見直しに係る基本指針との整合性の問題があった。将来を見据え、行政のコスト縮減、スリム化を図りながら、安定的な行政サービスを維持するため、今行わなければならない。今議会には、駐車場以外の各施設の条例改正を提出する。

5 「国道１号桑名東部拡幅事業」について
伊勢大橋の架け替え及び現道を４車線に拡幅する、長島町又木から北浜町までの延長約３.９㎞の事業。早期の事業完了及びそれに伴う整備効果を活用したまちづくりを進めるため、｢国道１号桑名東部拡幅事業促進期成同盟会｣を設立する。

2017年６月議会星野公平の一般質問(６月２１日午前の予定)
１、教育問題に関して
（１）小中一貫教育について
①｢桑名市学校教育あり方検討委員会｣の答申は、最初から結論が決まって
いたのではないか
② 小中一貫教育の議論はなされたのか
③ 市長の選挙公約と答申の内容について
「桑名市学校教育あり方検討委員会」の答申が、４月２８日にあり、当日、市議会全員協議会で、直接「会長」から報告を受けた。本来なら、諮問した教育委員会が答申を受けて、教育委員会で話し合い、方針を決めてから、議会に報告すべきものなのに、可笑しなやり方でした。考えてみれば、答申を丸飲みするのは、中間報告をふくめ教育委員会事務局主導で進められ、「中間とりまとめ」などの文章も事務局が作成しているから当然のことかもしれません。
私は、条例制定時より「一番の検討課題は小中一貫教育を桑名市で導入するかどうか」と考えていました。
２、都市計画に関して


（１）「桑名駅周辺土地利用構想懇話会の提言」について
　①｢桑名市の顔｣となるシンボル空間とは
② 駐輪場機能の拡充とは（駅西の無料駐輪場廃止に反対）

桑名市の玄関口となる桑名駅は｢デザインコート｣を用いた質の高い景観デザインで、東西を一体的なシンボル空間（イベント広場・集客施設）とする本物桑名の顔づくりを行うとはどういう事なのか。
（２）空家対策について
　　　① 「桑名市空家等対策計画」にある「予防」は、開発の制限をする事ではないか（駅東地区建築制限等についても）
「桑名市空家等対策計画」の取組として、予防・流通・解消・活用の促進等、色々
書かれていますが、空家発生の「予防」は、開発（駅前マンションや農地などの
戸建て建築）の制限をする事ではないかと思いますが、市の考えを教えて下さい。
３、市民農園の廃止について
（１）利用者の意見を聞く耳を持っているのか
「桑名市市民農園条例」には、設置目的として、「遊休農地の有効活用と、都市住民の余暇の増加と安全な食材、風土や緑への志向に対応し、都市との交流の機会を創造することを目的として、桑名市市民農園を設置する。」とあり、旧多度町・旧長島町の２ヶ所にあります。平成２８年度には採算が合わないと法外な値上げをしました。市外の利用者に対しては、使用料は市内の方の２倍になりました。他の施設と違って市民と市外の方と差をつける事は条例の目的からいっても異常です。今度は閉鎖です。４月１４日に利用者に対して説明会が行われましたが、利用者は廃止・閉鎖に納得していません。担当職員も困っています。各農園の設置の経緯、これまで掛った経費、補助金の内容、廃止に向けての土地所有者と利用者に対する交渉の進行状況を説明して下さい。
４、市長の台湾訪問を質す
（１）何故台湾なのか
市長は、突然、ポストジュニアサミット事業の一環として国際的な交流事業を促進し、台湾からの「産業観光」、「教育旅行」をより確固たるものにするためと言って、２月に台湾を訪問したそうです。

伺います。
1 何故台湾なのですか。
2 市長は、台湾をどういう｢国｣と認識していますか。
3 経費は何処から支出しましたか。

4 ５月末から、台湾の高雄市の合唱団クラブの卒業旅行がやってきて、市内の
小学校で交流があったようですが、今回、小学校で児童に「台湾」について学習をしたようですが、どのような事（歴史、国際的立場、日本の姿勢等々）を教えましたか。
【空き家対策に対する参考資料】

野澤千絵著「老いる家　崩れる街　―住宅過剰社会の末路―」より
私たちは、「人口減少社会」なのに、「住宅過剰社会」という国に住んでいる。都市部では超高層マンションが林立し、郊外部や地方都市の農地エリアでは無秩序に戸建て住宅地の開発が続いている。「売れるから建てる」流れが止まらない。供給側は、売りっ放しで済み、購入側は、「住宅は資産」と考えている。居住地の拡大で税金がどんどん使われる。住宅は「負動産化」します（売りたくても買い手がつかない、税金や管理費を払うだけ）。
　住宅過剰社会を助長している元凶は、自治体による都市計画にある。都市計画とは、個々の建築活動が都市全体に大きく影響を及ぼさないように、都市全体の土地利用を総合的・一体的観点から適正に配分・配置するためにあるもの。
　私達に残された時間は長くない。もっとも迷惑を被るのは、私達の子供や孫達。[image: image1.png]
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発行　　　　日本共産党桑名市議員団 　☎２４－１３１０


発行場所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室


自宅　　　　桑名市立花町１－１４－７ 　☎２２－２９７５











































































































